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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、ドイツ、フランス、アメリカの三地域において、哲学者や思想家の大学論や

教育論、学問論を検討し、哲学、大学、教育をめぐる原理的な問いを多角的に考察し、次

のような研究活動を展開した。1）フランス、ドイツ、イギリス、イスラエルなどで国際

会議に参加し、各国の研究者と哲学、教育、大学に関する今日的問題を議論した。2）デ

リダが創設した国際哲学コレージュに関するドキュメンタリー映画「哲学への権利――国

際哲学コレージュの軌跡」の上映と討論会を、日本・韓国・ドイツ・イギリス各地でのべ

30 回以上開催し、脱構築と教育の関係をめぐって議論を深めた。 
研究成果の概要（英文）： 
This research aimed at elucidating the conception of the university, education and 
science elaborated by philosophers in Germany, France and the U.S. This approach 
allowed us to consider from various perspectives the questions of philosophy, 
university and education through the following research activities. 1) We made 
presentations at a number of international conferences (in France, Germany, the U.K., 
Israel, etc.) and discussed actual present-day problems of philosophy, education and 
university with researchers from various countries. 2) We had more than 30 screenings 
of a documentary film, “The Right to Philosophy,” at numerous locations including 
Japan, South Korea, Germany, the U.K. Round table discussions following each 
viewing served to deepen the debate on the relationship between deconstruction and 
education.  
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研究分野：人文学 
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）これまでの研究成果  
本科研費のプロジェクトは、東京大学グロー
バル COE「共生のための国際哲学教育研究
センター（UTCP）」での公開共同研究「哲学
と大学」に端を発するものである。2007 年
11 月に西山雄二・宮崎裕助の主宰で若手研究
者を中心として発足したこの研究会は、東京
大学駒場キャンパスで計 6回の定期的なセミ
ナーと 2 回のシンポジウムを開催した。この
共同研究の目的は、18 世紀以来の各哲学者の
大学論を批判的に考察し、哲学の営みと大学
の制度や理念との関係を問い直すことであ
る。その成果として 2009 年 3 月に出版され
た論集『哲学と大学』（西山雄二編、未來社）
では、カント、フンボルト、ヘーゲル、ニー
チェ、ウェーバー、ハイデガー、デリダの大
学論や学問論から今日的意義が引き出され、
また、人文科学の立場から大学制度（ヨーロ
ッパの高等教育再編や高学歴ワーキングプ
アの問題など）の現状が読み解かれた。哲学
と大学を正面から扱った著作は類例がなく、
論集は少なからぬ反響を呼んだ（「人文学に
関わるすべての者にとっての必読の書」、澤
田直評、『図書新聞』2009 年 7 月 25 日付）。 
 
（2）本研究に関連する国内の動向  
昨今、日本でも人文社会科学系の研究者が大
学論・学問論を続々と公刊し、大学のあり方
を根本的に問う必要性を訴えている。猪木武
徳『大学の反省』、上垣豊編『市場化する大
学と教養教育の危機』、全国大学高専教職員
組合『大学破壊』、苅部直『移りゆく「教養」』、
潮木守一『フンボルト理念の終焉？』『職業
としての大学教授』、東洋大学哲学科編『哲
学の現場、そして教育』などである。また、
研究代表者・西山が企画段階から参加した
『現代思想』誌 2008 年 9 月号「特集＝大学
の困難」は思想誌による大学問題の特集号と
して大きな反響を呼び、その続編として 2009
年 11 月号で「特集＝大学の未来」が組まれ
た。 
 
（3）本研究に関連する国外の動向 
国外の哲学的な大学論としては、1996 年の
Bill Readings, The University in Ruins が
昨今の分水嶺をなしており、本研究は
Readings の大学論の批判的展開作業でもあ
る。アメリカでは学際化した人文学の理念の
問 い 直 し が 盛 ん で 、 M.Nussbaum, 
Cultivating Humanities; G.C. Spivak, 

Death of a discipline; E.W. Said, 
Humanism and Democratic Criticism; Ch. 
Fynsk, The Claim of Language などが刊行
された。高等教育の制度改編ボローニャ・プ
ロセスが進展する西欧では高等教育の問題
と展望に関して、フランスでは、Ch. Charle 
(éd), Les ravages de la « mondialisation » 
universitaire en Europe; F. Schulteis, Le 
cauchemar de Humboldt などが刊行され、
Esprit (2007.12), Mouvements (2008. 9-12), 
Cités (no 37, 2009)などの思想系の雑誌で特
集が組まれた。ドイツでは、D. Kimmich, A. 
Thumfart, Universität ohne Zukunft?; 
Th.Walter, Der Bologna-Prozess: Ein 
Wendepunkt europäischer 
Hochschulpolitik?; U. Haß, N. 
Müller-Schöll, Was ist eine Universität?が
刊行された。これら西欧の数々の高等教育論
に対して、本研究は哲学的視座から一石を投
じる。 
 
２．研究の目的 
 
これまでの共同研究「哲学と大学」では、18世
紀以来の各哲学者の大学論が批判的に考察
され、哲学の営みと大学の制度や理念との関
係が問い直された。その発展的継承である本
研究の目的は、ドイツ、フランス、アメリカの三
地域において、哲学者や思想家の大学論や
教育論、学問論を検討し、哲学、大学、教育
をめぐる原理的な問い（啓蒙、有用、学際性な
ど）を多角的に考察することである。本研究は、
一方で、近代的な大学の黎明期と言える 18
世紀末から 19 世紀のドイツとフランスに焦点
を絞り、啓蒙思想の源流から教育思想や大学
の制度論が浮かび上がって来る歴史的・哲学
的な文脈を明らかにする。また他方で、20 世
紀後半にアメリカで進展した学際性の理念を、
デリダの脱構築思想の影響を踏まえつつ、人
文学の可能性という視点から反省的に考察す
る。近代の端緒とポスト・モダンという相反する
ようにみえる二つの時代において、哲学、教
育、大学をめぐる問いを総合的に考察するこ
とが本研究の最終的な目的である。 
 
３．研究の方法 
 
研究代表者・分担者は各人の専門領域にも
とづいて、三つの小班で連携して研究を進
める。①ドイツ班「18・19 世紀ドイツ教育
思想における啓蒙主義の問題」（大河内、齋
藤、宮崎）、②フランス班「18・19世紀フ



ランス教育思想における有用性の問題」（藤
田、西山）、③アメリカ班「20 世紀後半に
おける人文学と学際性の問い」（宮崎、西山）。
また、国際連携の活動として、西山は映画
監督作品『哲学への権利』の上映と討論会
をアメリカや韓国で実施し、国際哲学コレ
ージュ（パリ）でのセミネール「哲学と教
育」を開催する。そして、全員参加の総括
的な研究活動として、年に一度各班のワー
クショップを開催し、最終年度には総括シ
ンポジウムを実施する。異なる専門分野の
国内外の研究協力者と多数連携し、批判的
な対話を交わすことで本研究の学際性と国
際性が高い水準を維持できるように配慮す
る。 
 
４．研究成果 
 
平成 22 年度 
1）ドイツ、フランス、アメリカ各班に分か
れて研究活動を展開し、過去の哲学者たちが
大学の全体像や教育の理念、学問の可能性を
いかに構想したのかについて考察を深めた。
アメリカ班によって、12 月 26 日に公開ワー
クショップ「哲学と大学」が一橋大学で開催
され、藤本夕衣（京都大学）氏を交えて、ア
メリカの大学における教養教育論争につい
て討議した。ポスト・モダン時代の大学論の
糸口をつかむために、リチャード・ローティ
とアラン・ブルームの古典論から教養教育の
意義が再検討されたことは貴重な成果とな
った。また、2）映画『哲学への権利』の上
映と討論会が、香港中文大学やカルチュラ
ル・スタディーズ学会世界大会（香港）、韓
国の延世大学や研究空間スユノモなどを含
めて国内外でのべ 16 回開催された。香港と
韓国、日本国内の各大学において、人文学の
異なる現状と問題点が浮き彫りになり、今後
の研究連携に向けた交流が深まった。その記
録と成果は、研究代表者・西山雄二の DVD
付き単著『哲学への権利』（勁草書房）とし
て公刊された。そして、西山がプログラム・
ディレクターに選出され、3）フランス・国
際哲学コレージュとの国際的な連携活動が
開始された。研究分担者・藤田尚志とともに
セミナー「哲学の（非）理性的建築物として
の大学」がパリで開催され、日本の大学の現
状分析と哲学者の大学論の再検討がおこな
われた。今後の任期 6 年間の国際的な研究活
動に向けて確かな第一歩となった。 
 
平成 23 年度 
1）12 月 3 日に公開ワークショップ「哲学と
大学 II」が一橋大学で開催され（共催：一橋
大学国内交流セミナー補助事業）、阿部ふく
子（東北大学）氏に発表「〈自ら考えること〉
と〈教養形成〉をつなぐ哲学教育――ドイツ

における哲学教授法（Philosophiedidaktik）
の展開から」をお願いした。阿部氏は 1999
年に設立された「哲学。倫理学教授法フォー
ラム」の取り組みを具体的に紹介しつつ、哲
学教育をめぐる論点を具体的に浮き彫りに
した。また、2）映画『哲学への権利』の上
映と討論会が、ドイツのフンボルト大学やラ
イプツィヒ大学、イギリスのロンドン大学バ
ーベック校やゴールドスミス校、上智大学、
九州産業大学、神田外国語大学など、国内外
でのべ 13回開催された。ドイツとイギリス、
日本国内の各大学において、人文学の異なる
現状と問題点が浮き彫りになり、今後の研究
連携に向けた交流が深まった。そして、3）
今年度も哲学・教育・大学に関する国際会議
への参加がきわめて活発だった。ドイツ・ボ
ッフム大学およびヴッパータール大学での
「哲学の制度」、九州産業大学での「制度と
運動」、イギリスでの「フクシマ以後の人文
学」、ユネスコの国際会議「学校における機
会の平等 いかなる平等？」、フランス・国
際哲学コレージュでのセミナー「哲学の（非）
理性的建築物としての大学」である。国際会
議の参加を通じて深められた研究交流は、最
終年度の成果公表のための大きな礎となっ
た。以上、本年度は本事業にとって大きく飛
躍した年となった。 
 
平成 24 年度 
1）12 月 3 日に公開ワークショップ「哲学と
大学 III」が一橋大学で開催され（共催：一
橋大学国内交流セミナー補助事業）、福山圭
介（一橋大学）氏に発表「構造主義の時代の
フランスの大学」をお願いした。ゾラン・デ
ィミッチュ（セルビア・ニシェ大学）氏に講
演「The Hearing of University」をしていた
だき、大学の近代的理念の危機からの脱出法
を古代ギリシアにおける聴取を重視する教
育法に見出すという議論を展開していただ
いた。2）海外での活動に関しては、イスラ
エルでの国際会議「人文学の未来」、台湾哲
学会年次大会での映画「哲学への権利」上
映・討論会、フランス・国際哲学コレージュ
でのセミナー「哲学の（非）理性的建築物と
しての大学」といった活動を実施した。3）
本研究の最終成果として、論集『人文学と制
度』を刊行し、東京大学にて公開ワークショ
ップを実施した。この論集では世界各地の研
究者に寄稿を依頼し、人文学の教育研究の危
機的現状や課題、今日的な有意義性や公共的
価値について考察していただいたことで、充
実した論集に仕上げることができた。 
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